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公表した主な特許・論文

① 農薬が使用しにくい有機農業分野等における植物系繊維資材の活用で約10億円の経済効果、
国内のダイズ生産者への利用を図り、ダイズ生産量の増加を図る(約10億円の経済効果)。

② 政府が進める温室効果ガスの削減への取り組みにおいて、農業分野での重要なN2Oガス削減技術の基盤
となり得る (両資材)。また、有機農業を推進するにあたり対策が難しい土壌病害が起こりにくい土壌環境の
形成により農業分野での持続的な開発目標(SDGs)への貢献が可能となる(植物系繊維資材)。
ダイズ根粒菌資材の活用により、食料自給率の低い国産ダイズ(自給率7%、平成29年)の生産量増加が
見込まれる。

【今後の開発・普及目標】
① 植物系繊維資材は2025年度と想定し、開発を進める。
② ダイズ根粒菌資材は実用化を2022年度と想定し、開発を進める。
③ 最終的には、10,700ha (植物系繊維資材)と12,000ha (ダイズ根粒菌資材)での普及を図る予定。
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農耕地から発生する一酸化ニ窒素ガス(N2O)は削減が求められている温室効果ガス ・ オゾン層破壊物質
であるが利用可能な削減技術は少ない。本研究は土壌から発生するN2Oガスを削減する機能に加えて作物生
産性を向上させる資材として、植物系繊維と微生物を利用した土壌病害にも効果的な「植物系繊維資材」 と圃

場を利用したダイズ根粒菌の育種技術から得られた「根粒菌資材」の開発を目指した。それぞれの資材の学術
的研究を行い、圃場試験で一定の効果を得られる資材とすることを達成目標とした。

① 土壌に植物系繊維を施用することで起こるN2Oガス発生削減の機構を明らかにした(植物系繊維資材)。
植物系繊維は土壌において菌食性土壌動物を増加させ、N2Oガスを生成する糸状菌を減少させた。

② 植物系繊維による土壌病害抑止効果とその機構を明らかにした(植物系繊維資材)。菌食性土壌動物は
植物病原糸状菌も摂食し、トマト褐色根腐病発病圃場で土壌病害を低減させることが可能であった。

③ 植物成長促進効果と植物病原糸状菌に対する拮抗能を所持したバチルス株と植物系繊維を組み合わせた
資材を開発し、ホウレンソウ萎凋病、立枯病、ナス半身萎凋病で発病抑制効果が見られた(ポット試験)。

④ 圃場でのダイズ根粒菌選抜技術 (圃場ループ育種) の原理を解明し、各地の圃場で根粒菌育種が
可能となる技術マニュアル作成した (ダイズ根粒菌資材)。

⑤ 圃場ループ育種した根粒菌集団により圃場試験で増収およびN2O削減効果を確認した。
圃場試験で20％以上の増収率、約50％のN2O削減率を示す根粒菌集団を取得した(ダイズ根粒菌資材)。

① Sánchez, C. et al. Nitrogen cycling in soybean rhizosphere: Sources and sinks of N2O. 
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① 安定した効果を得るための処理方法を検討し、実用化を目指す(植物系繊維資材)。
② 根粒菌集団の大量生産方法を確立し、既存の根粒菌資材に置き換えて販売する (ダイズ根粒菌資材)。

１ 研究の目的・終了時の達成目標



問い合わせ先：東京大学大学院 農学生命科学研究科 妹尾 啓史 TEL 03-5841-5139

研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

今後の展開方向

（30012B）農耕地からの一酸化二窒素ガス発生を削減し
作物の増収・減農薬を実現する革新的微生物資材の開発

農耕地から発生するN2Oガスを削減し、作物の増収を実現する微生物資材を開発する。
土壌病害対策も可能な植物系繊維資材および育種により選抜したダイズ根粒菌を開発する。

植物系繊維資材

植物系繊維の効果
· 菌食性土壌動物を集めて増やす
· 土壌中の植物病原糸状菌の減少
· N2Oガスを生成する糸状菌の減少

ダニ
（萎凋病菌）

トビムシ
（半身萎凋病菌）

ヒラタムシ
（褐色根腐病菌）

植物系繊維に集まる菌食性土壌動物と
摂食される植物病原糸状菌

土壌中の植物系繊維は
菌食性土壌動物の住処

土壌動物(ダニ)が多い
土壌ではN2O排出量が減少

植物系繊維資材の病害抑止効果
ダイズ根粒菌資材

土着菌との競合的根粒形成能
が高いN2O削減·収量増加型の
根粒菌を圃場で選抜する技術
を開発し、マニュアル化した。

これにより各地の圃場に適した
根粒菌育種が可能となった。

根粒菌資材による増収効果

根粒菌資材 (X110, Z110)は無接種区に対して3圃場平
均14%から16%の増収率を達成（低収圃場では増収効
果が高まる傾向にあり、30％超の増収率を確認）

根粒菌資材によるN2O削減効果

根粒菌資材 (X110, Z110)は無接種区に対して2圃場平
均37%から58%のN2O削減率を達成

植物系繊維資材: 安定的で効果的な使用方法を検討し、実用化を目指す (資材化は2案想定)。

· バチルス付繊維資材 (バチルスによる植物成長促進も示す健全な土壌環境の形成資材)

· 植物系繊維含有堆肥 (植物系繊維を堆肥と混合した健全な土壌形成を図る機能性堆肥)

ダイズ根粒菌資材: 根粒菌の大量生産方法を確立し、既存の根粒菌資材に置き換えて販売する。

· 温室効果ガス削減への取り組みにおいて、農業分野における重要な技術基盤となる。

· 健全な土壌環境を形成させ持続的な開発目標(SDGs)に寄与できる (植物系繊維資材)。

· 食料自給率の低い国産ダイズの増産につながる (ダイズ根粒菌資材)。


